
ドイツ医学留学生19名 1888年6月、赤十字国際会議に政府委員として出席 帰国後、
ほとんどが後の日本の近代医学の発展に寄与した。江口襄、北里柴三郎は2列目の右か
ら1人目、2人目、森鴎外（林太郎）は同列左端。明治二十一年六月三日（鴎外「ベル
リン写真」の謎を解く）に奇跡の1枚の写真として詳しく19名の医学者の日本の近代医
学への功績が報告されている。

北里柴三郎、江口襄と大道醫院

江口北里森

（国立国会図書館所蔵）

江口襄 ロベルト・コッホ博士夫妻、
北里柴三郎（右）、志賀潔（左
2人目）と江口襄（中央）
（1908年 山田赤十字病院）

大道庄蔵
大道庄蔵 前列右から3人目
（東大三四郎池にて）

旧大道醫院 大道近蔵（左2人
目：庄蔵の弟）1922年頃

伊勢神宮参拝の記帳
（1908年8月1日神宮司庁）
ロベルト・コッホ博士
北里柴三郎、志賀潔



江口襄と大道庄蔵（大道醫院先代）

• 江口襄（えぐちのぼる）1854年3月8日 - 1924年7月31日 栃木県烏山町出身の医師、陸軍
一等軍医正。作家江口渙の父。1881年（明治14年）、東京医学校（現東京大医学部）卒。同期
に森鷗外、二級下に北里柴三郎らがいた。1）5）7）11） 鴎外の小説『雁』に出てくる石原は江口襄
がモデルと言われている。8）

• 1885年（明治18年）江口は日本人で最初の肺外科手術 （肺化膿症、肺壊疽）に成功している。
（第5回日本外科学会）5）

• 1888年（明治21年）江口は北里と森と同時期にドイツに留学しており、裁判医学（現在の法医
学）を勉学した。ベルリンでの集合写真では北里、江口、森ともに中列で、重鎮のなかで軽い扱
いであったが互いに切磋琢磨し３人とも帰国後、日本の近代医学の発展に寄与することとなる。
4）5）6）7）11）

• 1892年（明治25年）相馬事件：旧相馬中村藩主、相馬誠胤の相続問題で日本の精神医学にお
ける人権保護や裁判医学（法医学）に関して影響を与えた明治の大事件である。藩主の死因を
めぐって毒殺か病死かの裁判が行われ、高名な大学教授、医学者が多数関与した。江口襄は司
法当局から、解剖主任を依頼された。相馬誠胤の死因解明のため青山墓地の遺骸の発掘解剖、
鑑定結果で裁判を結審させた。9）10）11）14）

• 1897年（明治30年）大阪城南病院院長就任

• １８９８年（明治３１年）熊本第六師団軍医部長 小倉第十二師団に転勤

• 1901年（明治34年）日本赤十字社山田赤十字病院（現伊勢赤十字病院）初代院長となる。欧
州に比較し遅れていた日本の近代病院医療の導入構築及び江口の妻、甲子（きね）と看護学校
を創設し看護教育指導にも尽力した。2）3）

• 1904年（明治37年）東大医学部の後輩で外科医として師弟関係にあった大道庄蔵を山田赤
十字病院副院長として招聘した。2）

• 1905年（明治38年）、大道庄蔵、江口襄の二女、静江と婚姻。1906年（明治39年）、第７回、
日本外科学会で、子宮癌など12例の手術摘出病理標本を提示した。2）12）13）

• 1908年（明治41年）江口襄はドイツから結核菌発見者、ノーベル医学生理学賞を受賞したロベ
ルト・コッホ博士を北里柴三郎らを介して山田赤十字病院に招待した（写真）。伊勢二見ケ浦で
歓迎会を挙行。同年、大道庄蔵が大道醫院を開業 2）3）15)

• 1912年（明治45年）江口襄が山田赤十字病院を退職、大学に近い東京本郷弥生町に戻るが、
晩年は郷里の栃木に隠退した。
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